
1 

～地域を結ぶ～ 

【令和５年９月２８日発行第１９１号】 
伊達市ホームページでカラー掲載をしております。ＨＰアドレスhttp://www.city.fukushima-date.lg.jp/ 

 ９月６日（水）福島民報社と福島県老人クラブ連合会主催の金婚夫婦表彰式が、霊

山中央交流館で開催されました。 

 今回は町内７組のご夫婦が受賞され、代表して大橋良一さん・千恵さん夫妻に福

島民報社と県老人クラブ連合会から、表彰状と記念品が贈られました。受賞者を代

表して佐藤惣洋さん・ヒロさん夫妻が謝辞を述べました。表彰式の後、霊山町老人ク

ラブ連合会主催の｢金婚を祝う会」が開かれ、町文化団体の皆さんのスポーツ民踊

や、昔懐かしの楽曲演奏が披露され、結婚50年を祝いました。 

金婚夫婦表彰受賞者 

 大波  長光 さん  トシ子 さん 

 斎藤  信幸 さん  やす子 さん 

 佐藤  惣洋 さん  ヒ ロ さん 

 菅野  正二 さん  とよ子 さん 

 菅野  秀一 さん  ときい さん 

 大橋  良一 さん  千 恵 さん 

 渡辺  惣市 さん  睦 子 さん 

三
育
認
定
こ
ど
も
園 

５
歳
児
お
泊
り
保
育 

 

８
月
25
日
（
金
）
・
26
日
（
土
）
に
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
５
歳
児

の
お
泊
り
保
育
が
あ
り
ま
し
た
。
福
島
駅
ま
で
大
好
き
な
ト
ー
マ
ス
バ
ス

に
乗
り
、
阿
武
隈
急
行
に
乗
っ
て
保
原
駅
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

 

保
原
に
着
い
て
か
ら
、
１
１
０
円
の
お
小
遣
い
を
持
ち
、
ダ
イ
ソ
ー
で

自
由
に
お
買
い
物
体
験
！
子
供
た
ち
は
、
思
い
思
い
に
品
物
を
選
び
、
レ

ジ
で
お
金
を
出
す
姿
は
、
と
て
も
た
く
ま
し
く
見

え
ま
し
た
。 

 

夕
食
に
は
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た

カ
レ
ー
を
食
べ
て
、
淋
し
さ
を
ま
ぎ
ら
わ
し
家
族

を
思
い
出
さ
な
い
く
ら
い
友
だ
ち
同
士
で
励
ま
し

あ
っ
て
笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
家
の
人
が
迎

え
に
来
る
と
喜
び
、
荷
物
を
持
っ
て
挨
拶
す
る
声

か
ら
“
ホ
ッ
ト
”
し
た
様
子
が
伝
わ
り
ま
し
た
。 

神

愛

幼

稚

園

 

親

子

運

動

遊

び

教

室 

 

９
月
４
日
（
月
）
、
「
未
満
児
ク
ラ
ス
と
以
上
児
ク
ラ
ス
に
分
か
れ

て
、
大
内
コ
ー
チ
の
も
と
、
脳
科
学
を
取
り
入
れ
た
親
子
運
動
遊
び
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
運
動
神
経
は
遺
伝
だ
け
で
は
な
く
、
小
さ
い
頃
か

ら
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
使
っ
て
運
動
す
る
こ
と
で
発
達
す
る
こ
と
、

こ
ど
も
と
の
会
話
で
は
質
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
で
、
考
え
る
力
が
で

き
主
体
性
が
育
つ
こ
と
、
い
か
に
幼
児
期
の
環
境
作
り
が
大
切
か
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

親
子
で
向
き
合
い
、
両
手
を
繋
い
で
の
足
ふ

み
競
争
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
線
の
上
を
両
足
で

跳
ぶ
等
、
い
つ
も
は
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
い
、

と
て
も
い
い
運
動
に
な
り
ま
し
た
。 

 

秋
の
夜
長
、
こ
ど
も
と
の
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
、
親
子
で
ふ
れ
あ
う
時
間
を
上
手
に
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

金婚夫婦表彰受賞者（１組欠席） 
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伊
達
市
建
設
業
協
会
道
路
美
化
活
動 

 

伊
達
市
建
設
業
協
会
（
伊
藤
雄
二

会
長
）
で
は
９
月
１
日
（
金
）
、
市

内
の
道
路
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
伊
達
、
梁
川
、
保
原
、
霊
山
、

月
舘
の
旧
５
町
に
分
か
れ
道
路
や
歩

道
の
ご
み
収
集
、
道
路
脇
の
除
草
作

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

霊
山
地
区
で
は
、
さ
く
ら
通
り
の

道
路
脇
に
大
き
く
伸
び
茂
っ
た
雑
草

の
除
草
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

霊
山
地
域
参
加
企
業
▽
利
根
川

組
、
大
沼
林
産
工
業
、
大
友
組
、
佐

藤
建
設
、
須
田
建
設
（
順
不
同
） 

道
の
駅 

伊
達
の
郷 

り
ょ
う
ぜ
ん 

10
月
６
日(

金)

か
ら
15(

日)

の
10
日
間
「
ふ

く
し
ま
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
県

産
品
の
風
評
を
払
拭
す
る
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
等
の
向
上
に
よ
る
商
品
力
強
化
を
目
的
に

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
表
彰
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
「
ふ

く
し
ま
ベ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

受
賞
商
品
を
当
駅
で
販
売
い

た
し
ま
す
。
「
デ
ザ
イ
ン
の

力
で
ふ
く
し
ま
の
魅
力
を
伝

え
た
い
。
そ
ん
な
作
り
手
の

思
い
が
詰
ま
っ
た
、
ふ
く
し

ま
自
慢
の
逸
品
」
が
勢
揃
い

し
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。
（
駅
長
） 

大

石

ふ

る

さ

と

づ

く

り

協

議

会 

登

山

道

マ

ッ

プ

看

板

設

置 

 

大
石
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協

議
会
は
、
大
石
地
区
の
振
興

や
登
山
客
へ
の
情
報
提
供
を

目
的
に
、
大
石
地
区
の
霊
山

登
山
口
周
辺
に
登
山
道
マ
ッ

プ
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

「
湧
水
の
里
登
山
口
」
、

「
霊
山
閣
登
山
口
」
の
付
近

に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

市
道
な
ど
の
草
刈
り
に
つ
い
て 

地
域
の
身
近
な
道
路
や
歩
道
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
行
政
区
な
ど
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
除
草
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
急
な
斜
面
や

交
通
量
が
多
い
な
ど
、

除
草
が
困
難
な
個
所
に

つ
い
て
は
具
体
的
な
場

所
等
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。(

業
務
防
災
係  

☎
５
８
６
ー
３
４
０
６) 

霊

山

支

団

第

２

分

団

第

１

部 

新

消

防

屯

所

完

成 

霊
山
支
団
第
２
分
団
第
１
部
で
は
、
新
し
い
屯
所
が

完
成
し
、
関
係
者
で
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

引
渡
式
で
は
須
田
博
行
市
長
か
ら
斎
藤
裕
司
団
長
へ

配
置
命
令
が
交
付
さ
れ
、
斎
藤
団
長

か
ら
霊
山
支
団
丹
治
哲
支
団
長
に
管

理
命
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
、
霊
山
町
山
戸
田
地
区
の
防

災
等
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
活
用
し
て
い
き
ま

す
。 

 

宅

地

関

連

災

害

復

旧

事

業

費

補

助

金 

農

地

災

害

復

旧

事

業

費

補

助

金 

 

９
月
６
日
の
大
雨
で
お
住
い
の
住
宅
の
敷
地
（
宅
地
）

や
農
地
に
被
害
が
あ
り
、
土
砂
の
撤
去
な
ど
の
復
旧
に
要

す
る
費
用
が
５
万
円
以
上
と
な
る
場
合
、
費
用
の
一
部
が

補
助
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
宅
地
と
農
地
で
手
続
、
要
件
、
期
限
等

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
補
助
の
希
望
が
あ
る
人
は
、
至
急

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

宅
地
関
連
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金 

【
申
込
期
限
】
令
和
５
年
10
月
13
日
（
金
） 

【
問
合
せ
先
】
建
設
部 

建
築
住
宅
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
５
７
３
ー
５
０
６
４ 

 

農
地
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金 

【
申
請
期
限
】
令
和
５
年
10
月
20
日
（
金
） 

【
問
合
せ
先
】
産
業
部 

農
林
整
備
課 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
５
７
３
ー
５
６
３
８ 
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10月７日（土） 
ほん☆よむかい② 

「たからものみいつけた」のおはなし会 
１０時30分～1１時30分 

10月１4日（土） 
ハロウィンを楽しんじゃおう 

〇小学生以上は１人でも参加ＯＫ 

10時30分～12時 

13時30分～15時 

※要予約 各部７組程度 

10月23日（月） ストーンアートを楽しもう ※児童クラブ対象 未定（午前・午後１回ずつ） 

10月25日(水) スローイング＆フリースローゲーム④ 15時～16時 

10月28日（土） 

落花生とさつまいもをしゅうかくしよう 

※雨や強風で実施できない時は29日（日）に延期。 

５月に参加していただいた方の希望を確認の上、今回参加

希望の方の受付を行います。 

10時３０分～12時 

※要予約 10組程度 

霊山児童館 10月行事予定 ◆囲碁教室（毎週日） 1日、8日、15日、22日、29日 
◆囲碁クラブ（毎週金）6日、13日、20日、27日 

【問合せ先】 霊山児童館「おひさま」☎586-3622 開館時間10時～18時30分 木曜日休館 

◆科学クラブ（毎週火） 3日、10日、17日、24日、31日 

８月29日（火）、掛田小１・２年生を対象に、「お話お母さん」の丹

治純子さん、渡辺忍さんによる第５回ふれあいステージ「絵本の読み聞

かせ」を開催しました。スズメバチをも食す最強昆虫のひと夏のドラマ

「なつのおうじゃおにやんま」、絵本賞8冠達成の「大ピンチずかん」、

スリリングな展開の「ゆらゆらばしのうえで」のバラエティに富んだ３

冊の絵本の読み聞かせに、子どもたちも、お話の世界に入り込んだり、

読み手の問いかけに熱く反応したりしていました。 

霊山スクールコミュニティセンター(ＳＣ)では、昼休み２０分程度の

子どもとの遊び・ふれあいボランティアを募集しています。月に１度で

も構いません、ボランティア等が可能でしたら、是非当センターにご連

絡ください。(生涯学習課 霊山SC 担当：本名、齋藤 ☎586-1014) 

 一般の保護者・幼児・小学生等を対象

に、飛び出す絵本の制作を行いました。 

講師の梅田先生の指導のもと、子どもも

保護者も安心して楽しみながら制作でき

ました。子どもよりも保護者の方が熱心

に取り組む様子もみられ、様々な趣向を

凝らして作品を仕上げました。 

8月4日「飛び出す絵本」 

 講師の尾形先生が年齢層に合わせた

運動メニューを教えてくださり、自分

の体だけで行うストレッチに加えて、

ボールやリングなどの道具も使った全

身運動を行いました。ママさんたちの

満足度も高く、「久しぶりに体を動か

せた」「なんかすっきりした」という

喜びの声を聴くことができました。 8月23日「子育てママのほっとタイム」 
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 開催場所 霊山中央交流館 第２研修室 

 申込方法 霊山中央交流館の窓口でお申込みく

ださい。 受付９時～17時(㊏㊐㊊㊗は除く） 
 

【入門編】（スマホが初めて・苦手な人向け） 

 開催日時 10月10日㊋（１回完結型） 

      午前の部 10時～12時 

      午後の部 13時30分～15時30分 

 講義内容 スマホの基本的な操作方法など 

 定  員 午前・午後の部 各16名 

 そ の 他 端末は貸出いたします。 
 

【基本編】（スマホに不慣れな人向け） 

 開催日時 10月17日、24日、31日 毎週㊋ 

      全３回（連続受講） 

      午後の部① 13時～14時 

      午後の部② 14時30分～15時30分 

 講義内容 インターネットやLINEの使い方 

 定  員 各部 12名 

 そ の 他 自分のスマホをお持ちください。 

 【問合せ先】デジタル変革課 ＤＸ推進係 

       ☎575-1159 

お悔み申し上げます 
 

 大 石 大 橋 正 吾 さん（９２歳） 

     五十嵐 ハ ル さん（９６歳） 

     大 橋 与志光 さん（６２歳） 

 泉 原  橘  正 子 さん（８７歳） 

 石 田 菅 野 春 重 さん（１０１歳） 

 下小国 佐 藤 ミ サ さん（７６歳）  
  

※おことわり 

 お悔み情報については令和5年8月15日から9月14日まで

に霊山総合支所窓口にて死亡届後の諸手続きをし、遺族

代表の方から9月14日までに同意をいただいた方のみの掲

載になります。 

 伊達市 霊山町管内 

男 27,843人（△22） 3,127人（3） 

女 29,177人（△34） 3,208人（△3） 

計 57,020人（△56） 6,335人（0） 

世帯数 23,186世帯（9） 2,651世帯(2) 

人口と世帯数      令和5年8月31日現在 

（ ）は先月比 

編集･発行 霊山あぜみち通信編集委員会 

〒960-0893 伊達市霊山町掛田字段居45番地 

TEL 024-586-3401 FAX 024-586-2144 

E-mail r-area@city.fukushima-date.lg.jp 

協力 伊達市霊山総合支所・ふくしま未来農業協同組合 

伊達市商工会霊山支所・りょうぜん振興公社 

伊達市社会福祉協議会霊山支所・伊達市霊山児童館「おひさま」 

入園料 子ども（３歳～中学生）２００円 

大 人（高校生以上） ５００円 

開園時間 ９時～１６時３０分(最終入園16時）  

【問合せ先】〒960-0807 伊達市霊山町石田字宝司沢９-１ 

☎ 024-589-2211 FAX 024-589-2210  

 ＨP https://kodomo-ryozen.org 

 ◎１０月のワークショップ（一部） 

  １０月７日（土）、８日午前（日） 

 「大きないきものでミュージアムをいっぱいにしよう」 

 講師：なかかわ創作えほん教室さん 事前ネット予約制 

 開始時間10：30/13：30 各回定員５組 

 所要時間90分程度 参加料100円 
  

  毎日開催「こどもの村の生き物図鑑をつくろう！！」 

 受付時間9：30～15：30 観察カードづくりは参加無料 

  生き物図鑑ファイルは300円（希望者のみ） 

 最近、ルールを守らないゴミ出しをされてい

ることが、多数見受けられます。ルールを守っ

てきれいな霊山をつくっていきましょう。 
 

・決められた収集日を守りましょう。 

・収集日の朝８時までに出しましょう。 

・資源ごみは必ず分別しましょう。 
 

 ルールが守られていな

いゴミは収集しませんの

で、必ず守っていただき

ますようお願いします。 

【問合せ先】 

霊山総合支所地域総務係  

      ☎586-3404 

木村 颯（はやと）さん 

（保護者父 俊樹 さん・母 美紀 さん） 

※おことわり 

 出生情報については、令和5年8月15日から9月14日

までに霊山総合支所窓口にて出生届を受理し、保護者

の方から同意をいただいた方のみの掲載になります。       


